
Case Study

（株）アクティオホールディングス

さらなる DX 推進に向けた、
アクティオの Google 活用法とは
アクティオの Google Workspace 導入事例

建設機械レンタル業の草分け的存在であり、業界最大手のアクティオを
配下に持つアクティオホールディングス。近年では東日本大震災などの
復興支援やコロナの感染防止対策など社会に貢献する事業も手掛けてい
る。そんな同社では、約 10 年前から他社に先駆けてクラウドのコミュニ
ケーションツールを導入し、活用してきた。この先見の明がグループ全体
の DX 推進やコロナ危機にどのような成果をもたらしたのか。

　アクティオホールディングスは、中核企業アクティオを軸に約 40 社からなるグ
ループ企業を擁し、建設機械のレンタル事業を中心に展開する企業だ。ないものは、
作ってでも貸せ……の精神のもと、「レンタル」に顧客の業務課題解決の提案を行う「コ
ンサルティング」をかけ合わせた“レンサルティング”を提唱し、顧客の細かな要望や特
殊な工法に応えられるよう、既製品を改良した特注の建設機械を提供している。
　同社ではグループを挙げて、近年政府が「 i – Construction 」で推進するように、建
設における ICT 活用にも取り組むほか、東日本大震災や西日本豪雨などの災害復興支
援にも貢献している。新型コロナウイルスの感染防止策の一環である仮設陰圧ハウス
のレンタル・販売では、注文が殺到した。
　このように公共性の高い事業に携わる同社にとって課題であるのが、事業継続性の
確保と顧客への迅速な対応を実現するためのコミュニケーション基盤の構築だ。同社
では Google Workspace （旧 G Suite 、当時 Google Apps ）を採用。事業継続性
の観点から世界中に大規模なクラウドインフラを保有する Google Workspace の
安全性と信頼性の高さが導入の決め手となった。

　導入目前に東日本大震災が発生したため、 2012 年から Google Workspace の本番
運用を開始し、当初はGmail と Google カレンダーのみの利用からスタートした。
　当時の状況をアクティオホールディングス IT 活用チームリーダー CIO オフィス
の長山 友美氏はこう説明する。
　「メールボックスの容量が増え、迷惑メールが減りました。メリットが大きかったの
で、不便に思う社員はほとんどいませんでした。直感的に操作ができるので、私たちか
らは特別な導入教育も行っていません。以前はマニュアルを作成していましたが、機
能がどんどん進化していき資料の修正が膨大になったため、途中から操作で不明な点
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他社に先駆けてコミュニケーション基盤を
クラウドへリプレイス

コロナ禍でオンライン化が促進され、
Google Meet の利用率も向上



があれば各自で調べてもらえるよう、グーグル公式のヘルプ
ページを案内することにしました。社員が自己解決できない
問題は、 IT グループが個別で対応しています。メーリングリ
ストのメンテナンスも各組織にお任せしているので、私たち
チームの業務負荷も減りました」（長山氏）
導入から約 10 年過ぎた今では Gmail や Google カレン

  elgooG、ブイラド elgooG 、トッャチ elgooG 、もにかほのーダ
スプレッドシート、さらに広報ページや本社からのお知らせなど
に Google サイトなどを日常業務で活用している。
　また、 2020 年からの新型コロナウイルス流行による訪問自
粛など、コミュニケーションのあり方が大きく変わったタイミン
グでも、 Google Workspace を導入していたことで副次的な
効果が得られたという。以前から業務スピード向上の目的で、定
期的な会議を対面から Web に切り替える方針が打ち出されて
いたものの、完全なオンライン化には至っていなかった。それが、
出張やオンサイトの会議開催が困難となったことにより、図らず
も Google Meet の利用率が増加したという。
　「 Google カレンダーは予定を入れる際に Web 会議（ 
Google Meet ）も同時に設定できるところがとても便利です。
もともと当社では会議は対面で行うものという考えが根強く、 
Google Meet の利用は消極的でした。しかし、必要に迫られた

）氏山長（」たしまきでがとこるめ始い使ぐすで点時

　近年同社では DX 推進に向けて、 Google Workspace を単
なる業務効率化ツールとしてだけではなく、グループ全体の業績
拡大や経営戦略に寄与するツールとして活用する方針を打ち出
している。
　その取り組みの一環として、 2020 年 10 月には事務職を中
心に約 2 時間の Google Workspace のユーザー研修（有償メ

Google Workspace の活用で、
グループ全体の DX 推進に貢献していく

増加する一方のドメインやアカウントも、Googleなら一元管理が可能

ニュー）を実施した。研修では、ファイルサーバの将来的なクラウ
ド化や近年のモバイルデバイスの利用拡大などに伴い、 Google 
ドライブや Google Keep など情報共有の効率化を推進する機
能を中心に説明したという。
　「当社では、レンタル機械を撮影することが多いが、 Google 
Keep の OCR 機能を紹介したところ社員からは反響がありま
した。機器情報などを自動で読み取りデータ化することで、社員

）氏山長（」すまきで現実を理処務事と携連報情なズームスの士同
　今後も同社では、研修をさらに充実していこうとしている。長山
氏は「管理者目線では想定外の質問を多数受けたので、社員の要望
や活用促進をテーマに研修を随時実施していく考えです」と話す。
　連結で 8,000 名を超えるグループ企業の全社員がグループ
ウェアを単なる業務ツールとしてではなく、働き方や既存業務の
改革を実現するための手段として活用するためには、 IT グルー
プ主導の情報発信や啓蒙活動は不可欠。 IT グループが業績拡
大や経営戦略に寄与するためにも、コラボレーションとコミュニ
ケーションを加速させる必要がある。
　「電算システムの対応は常に迅速で、毎月の定例会でも新機能
の紹介など丁寧に対応していただいております。今まで以上にス
ピード感のある対応で、データの活用や当社の業績拡大や経営戦
略に役立つ Google Workspace の研修カリキュラムの組み方

）氏坂大（」すまいてし待期をとこるえらもてし案提を
電算システムでは、定例会によるサポートのほか、無償の管理

者サポート、有償のユーザー研修のほか、Google Workspace 
の各ツールの利用ログを数値やグラフで見える化する独自開発
ソリューション「 LogSuiter 」の提供を行っている。このソリュー
ションを利用すれば、社員の利用パターンから行動やパフォーマ
ンスを分析することができるため、働き方の改善に役立てること
も可能だ。
　今後もアクティオホールディングスは、建設機械レンタル業界
のリーディングカンパニーとして、グループ各社のシナジーを発
揮しながらさまざまな事業を展開していく。同社の ICT グルー
プは、今まで以上に業務スピードを向上し、グループ全体の業績
拡大や経営改善に ICT の力で貢献していく方針だ。かつては頻繁に各種集合研修が行われていたが、現在はオンライン化されている
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※  記載内容は取材日時現在のものであり、内容については現在の状況とは異なる場合があります。
※Gmail、Google カレンダー、Google チャット、Google ドライブ、Google スプレッドシート、
Google サイト、Google Meet および、Google Keep は、Google LLC の商標です。

Google Workspaces についてはこちらをご覧ください
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